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（6）実施要項をまとめる 

全体計画と安全対策がまとまったら、「参加者向け募集要項」と「スタッフ向けガイドライ

ン」を作成します。「参加者向け募集要項」には、プログラムの概要をはじめ、服装の注意や

日焼け対策、飲み物の準備などの具体的な注意事項をできるだけ詳細に記載します。 

 また、天候等による催行の最終決定日を決めておき、その場合の連絡方法を明確にしてお

きます。 

「スタッフ向けガイドライン」には、当日の注意事項リスト、プロ

グラム実施時の注意事項、休憩時間の注意事項、器材の取り扱いに関

する注意事項、各担当の役割、緊急時連絡先リスト、緊急対策手順な

ど必要に応じてまとめます。 

海の危険生物によるケガの対処法などを一覧表として作成しておく

と便利です。 

 

 

３. 実施時のポイント 

（1）当日の安全確認 

微妙なコンディションの場合は、プログラム開始前にあらためて現場下見を行い、当初の

開催計画が可能かどうか、代替場所に変更するかの判断を行います。また、当日のプログラ

ムの進行に支障となりそうな要因は対応策を講じます。 

 

（2）事前の注意喚起を徹底する 

ガイドライン等でまとめた注意事項にそって、ブリーフィングを行い、参加者の体調チェ

ックを行います。しっかりしたプレゼンテーションも安全管理につながります。 

 

（3）グループコントロールを徹底する 

的確なグループコントロールを実現するには、単に統率のみを強

化するだけでなく、参加者の興味を引き付けるプログラムの魅力と

引率者の力量が重要となります。また、大人数のグループを対象と

する場合や低学年の児童対象プログラムなどでは、全体の統率者と

チームリーダー（スタッフ）が的確に連携して、グループをコント

ロールすることになります。スタッフ員数に余裕があれば、全体の

ウォッチやチームリーダーとの連絡を担当するスタッフを配置しま

す。 

 昼食時などの休憩時間は、スタッフに油断が生じ、参加児童のケ

ガなどを起こしやすい時間です。プログラム中と同様のコントロー

ルをたもつ方法を講じる必要があります。 
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（4）臨機応変で的確な指導監督を行う 

スタッフはプログラム中、参加者の行動をよくモニターし、危険を予兆した場合は速やか

に指導するとともに、疲労やストレス、体調の異変などの兆候があれば、適正に対処しなけ

ればなりません。また、適度な休憩時間、熱中症予防のための水分補給の指示など的確な指

導監督に努めます。 

 

 

４. トラブルの要因と対策 

（1）気象・環境要因 

干満・潮流 必ず潮汐表を確認し、余裕をもったスケジュールをたてる。 

日射・高温 帽子、日焼止め、サングラス、水分補給の準備、日陰の休憩場所がな

い場合はテントが有効。 

寒冷 防寒具の用意、体が濡れる場合はタオルや着替えの用意を事前に指示

すること。 

風・高波 コンディションの判断を重視し、代替場所への変更を視野に入れて準

備する。 

急な増水（河川） 事前に上流域の気象情報をよく確認し、予兆があれば、スケジュール

調整を行う。 

落雷 事前に気象情報をよく確認し、雷鳴が始まった段階で対策を講じる。 

地震・津波 あらかじめ避難場所を定めておく。がけ崩れなどの危険のない場所の

選定を行う。 

 

 ※気象・海況に関する情報の入手先 

 「第十一管区海上保安本部」（http://www.kaiho.mlit.go.jp/11kanku/） 

 

（2）生物的要因（危険な海洋生物） 

 プログラムの実施場所で遭遇する可能性のある危険な海洋生物や昆虫、植物などについ

ては、事前にリストアップし、写真などの一覧と毒などによる症状や対処法をまとめてお

きます。また、気付かずにふれてしまう可能性を少なくするために履物やグローブなどの

装備に関する準備や指示を行います。 

ブリーフィングの際には、対象生物を見つけた場合、驚かせたり、触れたりしないよう

注意を行いますが、単に危険な生物を怖がらせるのではなく、生

き物の自己防衛手段や本能などの解説を行う良いチャンスととら

え、プログラム中のトピックとして取り上げるべきです。 

 

 ※危険な海洋生物に関する情報の入手先 

「沖縄県衛生環境研究所」（http://www.eikanken-okinawa.jp/） 
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（3）人的要因 

プログラムの問題 参加対象者に適合したプログラムに調整する。参加者とスタッフ

の人数比などを見直す。 

開催地選定の問題 十分な事前調査と問題点の抽出を行う。代替場所を決めておく。

気象天候の 

判断ミス 

あらかじめ、気象や天候の問題点が生じた場合を想定し、サブプ

ログラムを準備しておく。 

スタッフの指導・

監督力の問題 

ミーティング時間を十分取り、実施のためのガイドラインを作成

し周知を図る。スタッフ研修を実施する。体調管理を図る。 

参加者の病気・ケ

ガ・ストレスによ

るトラブル・過労 

事前に参加者情報を集め、持病などのチェックを怠らない。安全

のための装備を徹底する。実施中はスタッフによるモニターを怠

らず、異変があればすぐに対処する。 

 

 

（4）装備や器材による要因 

すり傷、切り傷を保護する適切な靴やグローブ、熱中症を予防する帽子、日焼を予防す

る長袖シャツなど、プログラムへの参加に適した服装や装備はトラブル予防の基礎です。

適切な事前案内はたいへん重要となります。スノーケリングなどを含むプログラムの場合、

器材に関しては、保護スーツや浮力調整具など適切な装備を使用し、サイズ調整などにつ

いて十分配慮する必要があります。 

 

 

５. ファーストエイドキット 

 一般的なファーストエイドキットの内容は次のようなものです。

薬品類は必要に応じてパッケージしますが、プログラム開催ごとに

中身のチェックを行う必要があります。また、使用については本人

の意思を前提とします。 

 危険な海洋生物による被害に対する対処方法一覧や緊急連絡先リ

ストは、キットの中にも一部を保管するといざというときに便利で

す。 

 

救急用品 包帯・三角巾・脱脂綿・ガーゼ・カットバン・綿棒 

救急用具 ピンセット・トゲヌキ・体温計 

薬品類 消毒薬・サルファ剤・抗ヒスタミン剤 

その他 日焼け止め、酔い止め 

 
※その他の薬品類や救急用具などは、参加対象者、開催地の状況、危険な海洋生物の種や
プログラムの内容などに合わせて選択してパッケージしてください。 
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６. 保険加入について 

 プログラムの実施にあたって保険への加入は必須事項です。とりわけ野外でのプログラム

の場合には、営利、非営利にかかわらず保険加入なしには実施すべきではありません。対象

となる保険種別は、傷害保険と賠償責任保険となります。 

 

 

（1）傷害保険 

傷害保険は、プログラムへの参加者およびプログラムを実施する指導者がプログラムへの

参加に起因して生じたケガなどの治療・入院・通院の補償、死亡や重度後遺障害の場合の

補償を担保するものです。 

この保険の特徴は、過失の有無に関係なく、比較的短期間に、被保険者に直接支払われる

ことで一定の損害を担保できることです。年間を通して定期的に開催するような場合には、

年間契約に基づき月当たりの人数単位で加入する方法もあります。また、旅行を伴う場合

には国内旅行傷害保険への加入が一般的です。 

 

（2）賠償責任保険 

賠償責任保険は、プログラムの主催者（法人や団体等）お

よび実施者（指導者やスタッフ）がプログラムの実施に起

因して、参加者または第三者に対して損害を与え、その賠

償責任を求められた場合に、その賠償責任の度合いに応じ

て支払われる保険です。この保険は、文字通り賠償責任が

何らかの形で認定されて初めて支払われる保険であるため、

主催者や実施者側に全く過失がない場合には支払われませ

ん。しかしながら、事故の原因・要因を考えてみると、主

催者側に全く過失がないケースというのは少なく、プログラムの主催者および実施者のリ

スクを担保する重要な役割を担う保険といえます。 

 

（3）その他の保険  

環境教育や普及啓発を目的とした野外プログラムであっても、学校行事、スポーツ行事、

ボランティア行事など活動形態に応じた団体契約の特別傷害保険などを検討する必要もあ

ります。 
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第８章 パートナーシップの構築 

地域のサンゴ礁保全のための環境教育・普及啓発を継続していくには、

地域と NPO・企業・学校・行政・学術といった多様な主体が連携する

ことが不可欠です。 

この章では、サンゴ礁の環境教育・普及啓発を推進していく上

で、どのような連携の方法と可能性があるのか、事例を交えて紹介

します。さらに、さまざまな主体が連携した活動における支援制度や

資金調達に関する情報も掲載しました。 

 

１.さまざまな主体が良好なパートナーシップを構築するために 

最近、企業の社会的責任（CSR）が注目され、経済だけでなく、地域社会や地球環境など、

企業もよりよい社会を創っていく一員としての責任を果たす役割があるとの考え方が定着し

てきました。企業の本業を持続可能なものに発展させていくためにも、地域により密着した環

境問題や CSR 活動に積極的に取り組む動きが始まっています。 

 

（1）企業の社会的責任（CSR）とは  

CSR とは、企業が社会や環境に対して持つべき責任のことです。企業はその責任を受け止め、

積極的に経営に反映させ、倫理的かつ戦略的な取り組み通して、持続可能な社会の実現に貢献

するよう求められています。 

企業はそもそも、地域や社会の構成員としての責任の上に成

り立つものです。そうした社会的な責任を明示した企業理念や

社訓を掲げた企業も多いはずです。しかし、その社会的責任は、

時代とともに大きく変化しており、企業はそうした変化に柔軟

かつ的確に対応する能力を備える必要に迫られているといえ

るでしょう。 

社会的な責任を構成する要素としては、環境、労働・健康・

教育・消費等に伴う課題、地域コミュニティ参画など多岐にわたります。とりわけ環境保全は

今もっとも注目されているテーマであり、すべての企業にとって、社会からの信頼度を高める

重要な取り組みとなっています。 

 

（2）CSR 活動と連携の仕組み 

企業が CSR 活動を進め、さまざまな主体と連携をしていくためには、現実にはまだ多くの課

題があります。どのように地域の環境問題に取り組んで良いのかわからない、住民との対話の

方法がわからない、資金的な負担をなるべく減らしたいなど現実的な課題に対処する必要があ

ります。 
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一方、NPO や行政は、他主体と連携することで効果的な活動が実施できるため、連携して活

動を拡大させるためのパートナーとなる企業を求めています。 

 企業が CSR 活動として多様な主体と連携する仕組みには、いくつかのパターンに分けられま

す。企業が NPO などに対して資金を提供する寄付支援型、企業と NPO がそれぞれの得意分野を

活かして連携する役割分業型、行政や教育機関など地域も巻き込み互いに融合して新しいもの

を創出する連携など、多様な形態が生まれています。 

 これまでの事例を参考に、課題を乗り越え、それぞれの強みを活かした連携の仕組みを構築

してください。 

 

 

 

２. 環境教育における NPO・企業・学校・行政の連携の事例 

 多様な主体が連携した環境教育や普及啓発の活動は、すでにいくつかの場所で実践されてい

ます。ここでは、学校教育、社会教育、地域全体の環境教育の現場で、NPO や企業がそれぞれ

の強みを活かして連携した事例を紹介します。 

 

（1）学校教育における NPO と企業の連携の事例 
  ～企業が日本各地の NPO と共に、教育現場へ環境教育を導入～ 

■事業名：学校の環境教育支援プロジェクト 

■事業概要：コスモ石油が取り組んでいる「コスモ石油エコカード基金」の「ずっと地球で暮

らそう。」プロジェクトのうち、全国各地の「小中学校」における環境教育支援を目的にした

プロジェクト。自然体験プログラムなどのノウハウを持

つ日本各地の NPO と学校とのマッチングを行ない、環境

教育導入のきっかけをつくるとともに、教員にノウハウ

を伝えてスキルアップをはかり、学校教育に環境教育を

根付かせることを狙いとしています。参加校が望む環境

教育プログラムを、専門家である NPO がサポートしなが

ら一緒に企画実施することで、それぞれの学校の要望や

役割分業型 融合・創出型 寄付支援型 

＜企業 CSR 活動の形態＞ 
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地域特性に応じたバラエティに富む環境教育プログラムを実施しています。2007 年度までに、

全国 13 都道県延べ 29 校を支援、沖縄では 2004 年度に浦添市立宮城小学校が、2005 年度には

那覇市立銘苅小学校が参加しました。また、学習内容を発表したり他校や NPO 職員と交流した

りできる場として、ウェブサイト「EE キッズ」も運営、環境教育のコミュニケーションプラッ

トフォーム作りにも取り組んでいます。 

 

■連携の仕組み：「コスモ石油エコカード基金」と「社団法人日本環境教育フォーラム」が共

同で企画・運営を行い、参加校を毎年秋から冬にかけて、支援校を全国から広く公募していま

す。対象となるのは小学校 3年生～中学生の学年単位でプログラムの企画・運営に積極的に関

わりをもつことのできる教員や学校です。プログラムの企画、実施、外部とのコーディネート

は日本環境教育フォーラムが担当し、プログラムに係る運営費を「コスモ石油エコカード基金」

が支援することで、学校に大きな負担をかけることなくプログラムを企画、実施することがで

きます。全国の環境教育 NPO とネットワークをもつ日本環境教育フォーラムが、実力のある地

域の NPO を選定、参加校とマッチングさせて授業の全体的な流れを決めた後、地域の NPO が学

校に入り授業を行ったり、自然学校に子どもたちを受け入れて自然体験プログラムを提供した

りしています。 

 

 

（2）社会教育における NPO と企業の連携の事例 
  ～NPO の専門性を生かした講座企画、運営には企業ノウハウを活用～ 

■事業名：市民のための環境公開講座 

■事業概要：社団法人日本環境教育フォーラム、

株式会社損害保険ジャパン、財団法人損保ジャ

パン環境財団の三者共催で、研究者、行政、実

践家など、環境をテーマに多彩なゲストを迎え

て開催されている公開講座。市民が環境問題を

理解し、具体的な実践につなげることを目的に

1993 年からはじまり、15 年間で約 250 回開催さ

れています。延べ受講者数は 1 万人を超え、会

社員、行政職員、NPO 職員、学生など幅広い参加者が得ています。平成 20 年度は、オープニン

グ特別講座の「“洞爺湖サミット”を読む～どうなる気候変動時期枠組～」を皮切りに、シリ

ーズで「学ぼう温暖化・日本の役割」、「次世代へつなぐ生物多様性」、「五感で感じる自然・文

化」、「誰にでもできるエコアクション」のテーマで、4パート×各 3回の講座を開催しました。 

■連携の仕組み：日本環境教育フォーラム、損害保険ジャパン、損保ジャパン環境財団の三者

が、運営と広報をともに実施し、それぞれの専門性を活かした運営を行っています。三者が相

談し合いながら、時宜に適った新しい切り口で講座を組み立て、第一線で活躍する講師陣を選

定しています。日本環境教育フォーラムは、企画において環境教育の豊富な実績や人脈を活か

して協力します。損害保険ジャパンと損保ジャパン環境財団は、本社会議室を会場として提供
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３. 資金調達 

 サンゴ礁保全の環境教育・普及啓発を始めるには、資金調達は大

変重要な課題です。ここでは資金調達について、「助成金・補助金」、

「募金・寄付金」、「事業収益」の 3 つについて見ていきましょう。 

 

（1）助成金・補助金 

企業、公益法人、環境団体や基金、国や地方自治体などから、特

定の活動を支援するために提供される資金です。ほとんどの場合、

所定の申請書による審査を経て、助成や補助が決定されます。最近、環境教育や普及啓発を対

象とする助成金も少しずつ増加傾向にあります。 

沖縄県や那覇市が運営する市民活動を支援する各種センターでは、ホームページにより全国

各地の市民活動に対する助成金情報をタイムリーに発信しています。また、那覇市 NPO 活動支

援センターでは、「住みよい那覇のまちづくり」を推進する市民活動団体に対して、助成を行

う公益信託「那覇市 NPO 活動支援基金」の募集も行っています。 

巻末資料には、サンゴ礁保全の普及啓発の活動が助成対象となりうる、代表的な助成金情報

を添付しました。参考にしてください。 

 

 ■沖縄県の各種市民活動支援センターで公開している助成金情報 

①沖縄県ボランティア・市民活動支援センターホームページ「助成情報」のページ  

http://volunchu.net/modules/news/index.php?storytopic=3 

②沖縄県 NPO プラザホームページ「助成金およびイベント情報一覧」のページ 

 http://www.NPO-okinawa.jp/pub/pub_osirase.php 

③那覇市 NPO 活動支援センター公式ブログ「助成金情報」のページ 

http://www.voluntary.jp/weblog/myblog/202?STYPE=1&KEY=117594 

④沖縄県社会福祉協議会「助成金情報」のページ 

 http://www.okishakyo.or.jp/html/josei/ 

 

 

（2）募金・寄付金 

内容が確立された特定の事業や活動については、的確

に広報して賛同者を募り、募金や寄付を求めるのも資金

調達のひとつです。しかしながら、定期的な収入として

計画することは難しく、2次的な資金と考えるべきです。 

一方、広く賛同者を求めることは、普及啓発にも繋げ

ることができ、賛同者の多寡や反応をみたり、意見や提

案を求めて事業や活動に反映させるなど資金調達の目的

以外に価値を高めることができます。 
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■企業の社会貢献活動ツール「マッチングギフト」 

企業が社員の社会貢献を促進するためのツールとして最近広まっている「マッチングギ

フト」にはいくつかの形態があります。一例をあげると、企業の社会貢献室が希望する

社員からの寄付（給料の 1 円単位の端数等）をプールし、社員がボランティア参加する

NPO や社員が推薦する NPO に、プールした資金に企業も同額を上乗せして寄付する、とい

った仕組みです。アメリカの企業ではじまり、日本でも現在80社余りが導入しています。

企業の社会貢献の一つのあり方として普及が期待されています。 

 

■マッチングギフトを行っている企業  

浦安市市民活動基金・アステラス製薬 ・ワコール・花王・オムロン・ローソン・富士ゼ

ロックス・クラレグループ・大和ハウス・リコー・松下電器・NTT コミュニケーションズ・

日立ビルシステム・関西電力・沖電気・大塚商会・日本興亜損保・デンソー・富士通テ

ングループ・第一生命・近畿労働金庫・グンゼ株式会社 など 

（参考：社会貢献ポータブル Japan Way 

http://www.japanway.or.jp/special/matchinggifts/mg2005-10） 

 

 

 

（3）事業収益 

特定の事業や活動に付随して、プログラムへの参加費や物品の販売

などによる収益を資金として計画することも可能です。活動への支援

を目的としたチャリティコンサートやバザーのような企画を開催す

ることによって、収益の向上と普及啓発を両立させることも考えられ

ます。 

 しかしながら、こうした資金調達も安定的な資金調達とは成りにく

いものです。要は活動内容や規模に応じて、さまざまな方法を組み合

わせる必要があります。そして、長期的な視点に立って、できる限り

多様な主体と連携を深めることが不可欠です。 

 

 

４. 沖縄県の市民活動支援機関 

沖縄県は、市民一人ひとりが生きやすい社会を実現するために、市民活動をサポートするさ

まざまな支援施設が充実しています。助成金情報だけでなく、イベント情報の発信や会議室の

貸し出し、印刷機の貸し出しなど、市民が互いに連携して市民活動を発展させていくための支

援体制が充実していますので、困ったときは、問い合わせてください。 
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●沖縄県ボランティア・市民活動支援センター  

開館時間⇒ 月～金：9時～17 時（土・日曜日、祝祭日、年末年始はお休み）  

〒903-8603 那覇市首里石嶺町 4丁目 373 番地 1（沖縄県総合福祉センター東棟 2F）  

Tel: 098-884-4548 Fax: 098-884-4545  E-mail: vol@okishakyo.or.jp  

http://volunchu.net/ 

 

●沖縄県 NPO プラザ  

特定非営利活動促進法に関する問い合わせに応じています。 

開館時間⇒ 月～金：8時 30 分～17 時 

〒900-8570 那覇市泉崎 1-2-2 県庁 4階南側（沖縄県警側）  

Tel: 098-866-2187 Fax: 098-866-2789  

http://business4.plala.or.jp/oki-NPO/ 

 

●那覇市 NPO 活動支援センター   

開館時間⇒ 月～日： 9 時～22 時 （年末年始は休み）  

〒900-0013 那覇市牧志 3-2-10 ぶんかテンブス館 3階  

Tel：098-861-5024 Fax：098-861-5029  E-mail: nahaNPO@tontonme.ne.jp 

http://www.city.naha.okinawa.jp/NPO/index.htm 

 

●県内市町村ボランティアセンター（市町村社会福祉協議会）  

県内各市町村に社会福祉協議会があり、ボランティアに関する問合せにも応じています。  

 

●沖縄 NGO 活動推進協議会（ONC） 

開館時間⇒ 月～金 9 時 30 分～17 時 30 分  

〒901-2211 宜野湾市宜野湾 3-23-52 1F  

Tel: 098-892-4758 Fax: 098-892-9908  E-mail: onc@oki-NGO.or.tv  
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資料-１ ガイドブック・事例集 
 

※URL は 2009 年 3 月現在のものを記載 

※順不同 

（1）ガイドブック 

名称 発行年 価格 発行元 入手方法

ようこそ泡瀬干潟へ
エコツーリズムマップ

2006 500円 泡瀬干潟を守る連絡会

うまんちゅぬ宝・
泡瀬干潟の自然ガイドブック

2005 500円 日本自然保護協会

第3版　海と生きる森－マングローブ林- 2007
1,200円
（送料＆

寄付金込）

NPO法人
国際マングローブ生態系協会

国際マングローブ生態系協会まで
TEL:098-895-6601
http://www.kaiyo-net.com/mangrove/

郷土の自然 2004
525円
（税込）

アクアプランターを作ろう 2007
20円

（税込）

宮古島の自然と水環境
おきなわ自然環境ガイドブック（3）

2001
1,050円
（税込）

おきなわの水辺環境
おきなわ自然環境ガイドブック（4）

2003
1,050円
（税込）

おきなわのマングローブ
おきなわ自然環境ガイドブック(5)

2003 525円
（税込）

サガリバナの育て方　 2002
210円
（税込）

沖縄本島のバリントニア
（日本語版・英語版）

日）2002
英）2005

210円
（税込）

漫湖の自然と環境
おきなわの自然環境ガイドブック（1）

2000
525円
（税込）

漫湖についてのフォーラム報告集 1999
1,050円
（税込）

夏休み！やんばる自然体験学習 2004
315円
（税込）

新春  琉球歴史めぐり 2005
210円
（税込）

おきなわ
世界遺産とマングローブの旅

2004
210円
（税込）

宮古島自然体験学習
宮古の水とマングローブ探検

2004
315円
（税込）

島尻のマングローブ湿地 
自然観察ガイドブック

2004
315円
（税込）

水の島  水先案内人 2002
210円
（税込）

宮古の自然と
水環境ワークショップ要旨集

2001
315円
（税込）

ゆいレールで行く
那覇・水めぐり歴史と自然発見エコツアー

2004
210円
（税込）

なはの街　ゆいレールエコマップ
（日本語版・英語版）

2005
525円
（税込）

※県内各書店でも発売

こどもたちへのメッセージ
「うちなーのかんきょう」

- 無償
沖縄県文化環境部
環境政策課

環境政策課HPよりダウンロード可
http://www3.pref.okinawa.jp/site/view/con
tview.jsp?cateid=68&id=3675&page=1

泡瀬干潟を守る連絡会
（前川）まで
TEL&FAX:098-939-5622

NPO法人
おきなわ環境クラブ
http://www.npo-oec.com/

おきなわ環境クラブ事務局まで
TEL:098-833-9493

http://www.npo-
oec.com/kyozai/sizenguide.htm
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名称 発行年 価格 発行元 入手方法

サンゴのはなし
- おきなわの造礁サンゴたち-

1992 無償
沖縄県文化環境部自然保護課
（執筆：西平守考）

自然保護課にて配布
TEL:098-866-2243

Nature In Okinawa　沖縄の自然ガイド
森と海の不思議な生き物たち

2000 無償
自然保護課HPよりダウンロード可
http://www3.pref.okinawa.jp/site/view/con
tview.jsp?cateid=70&id=12017&page=1

藻場のはなし
- おきなわの海のゆりかご-

2000 無償
自然保護課HPよりダウンロード可
http://www3.pref.okinawa.jp/site/view/con
tview.jsp?cateid=70&id=2292&page=1

サンゴ礁の磯-大度海岸-
自然観察ハンドブック　※小中学生対象

2003 無償
自然保護課HPよりダウンロード可
http://www3.pref.okinawa.jp/site/view/con
tview.jsp?cateid=70&id=12018&page=1

オニヒトデのはなし （第2版） 2004 無償
自然保護課HPよりダウンロード可
http://www3.pref.okinawa.jp/site/view/con
tview.jsp?cateid=70&id=8986&page=1

ジュゴンのはなし
- 沖縄のジュゴン-　（第2版）

2008 無償
自然保護課HPよりダウンロード可
http://www3.pref.okinawa.jp/site/view/con
tview.jsp?cateid=70&id=16608&page=1

八重山のサンゴ礁 2001
非営利利用の
場合のみ無償

すぐできちゃう！サンゴの島の自然解説
-観光業者のためのサンゴ礁自然解説ハンドブック－

2007
非営利利用の
場合のみ無償

サンゴ礁
-生命を育む「海の森」-

2007
無償

送料のみ負担
環境省自然環境局
自然環境計画課

環境省自然環境局自然環境計画課まで
TEL:03-3581-3351（代表）
自然環境計画課を呼び出してお問合せください

Reef check 2004 500円
コーラル・ネットワーク
http://www.coralnetwork.jp/

コーラル・ネットワーク事務局まで
E-mail: cn-info@coralnetwork.jp
http://coralnetwork.jp

宮古のサンゴ礁
～その１　サンゴってどんな生きもの？～

2007 無償

宮古のサンゴ礁
～その２　サンゴ礁と人とのかかわり ～

2008 無償

宮古の湧水
-地下水環境・生物・人とのつながり-

2006 無償
宮古島市企画政策部地域振興課
TEL:0980-72-3751
http://www.city.miyakojima.lg .jp/

国際サンゴ礁研究
モニタリングセンターまで
TEL:0980-82-4768

環境省国際サンゴ礁研究・モニタ
リングセンター
http://www.coremoc.go.jp/

沖縄県文化環境部
自然保護課

宮古島市企画政策部
地域振興課
http://www.city.miyakojima.lg.jp/

宮古島市企画政策部地域振興課
TEL:0980-72-3751

「宮古サンゴ礁ガイドのなかまたち」HPより
ダウンロード可
http://www.geocities.jp/ris_miyako_islands/

 
 

 

（2）事例集 
名称 発行年 価格 発行元 入手方法

沖縄県環境教育プログラム研修・モデル校
2005
-2007

無償
沖縄県文化環境部
環境政策課

環境政策課HPよりダウンロード可
http://www3.pref.okinawa.jp/site/view/cat
eview. jsp?cateid=68

 「環境教育」
－理科における環境教育に関する
　授業展開事例集（小学校編）

1997 無償

 「環境教育」
－理科における環境教育に関する
　授業展開事例集（中学校編）

1998 無償

 「環境教育」
－環境にかかわる総合的な学習（高学校
編）

2001 無償

 「環境教育」
－環境にかかわる総合的な学習（高学校
編）

2002 無償

那覇市環境基本計画（改定） 2007 無償
那覇市「なはエコ」HPよりダウンロード可
http://www.eco.city.naha.okinawa.jp/naha_p
lan/report/kankyoukihonnkeikaku.html

那覇市地球環境保全行動計画
みんなで行うエコアクションなは
市民編　＜普及版＞

2008 無償
那覇市「なはエコ」HPよりダウンロード可
http://www.eco.city.naha.okinawa.jp/6/oshi
rase/tikyukankyohozen.html

那覇市エコオフィス計画 2008 無償
那覇市「なはエコ」HPよりダウンロード可
http://www.eco.city.naha.okinawa.jp/naha_p
lan/report/eco-off iceplan_2.html

湿地の生物多様性保全
～WWFジャパンの取り組み～

2008 無償
財団法人
世界自然保護基金ジャパン
http://www.wwf.or.jp

WWFジャパン広報グループまで
TEL:03-3769-1711

那覇市環境部
環境政策課

沖縄県立総合教育センターHPより
ダウンロード可
http://www.edu-
c.open.ed.jp/rika/kankyo/kindex.htm

※フリーソフト「DocuWorksViewer」を富士ゼ
ロックスのHPからダウンロードしてご覧くだ
さい。
http://www.fujixerox.co.jp/soft/docuworks/
download.html

沖縄県立総合教育センター
http://www.edu-c.open.ed.jp/
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資料-２ 調査報告書 
 

※URL は 2009 年 3 月現在のものを記載 

※順不同 

 

名称 発行年 価格 発行元 入手方法

「おきえこ」
（環境白書【平成１８年度報告】概要版）

2007 無償

平成19年度沖縄県環境白書 2008 無償

沖縄県環境教育推進方針 2006 無償

おきなわ環境交流集会
2005

～2008
無償

沖縄県の絶滅のおそれのある
野生生物(レッドデータおきなわ）初版

1996 無償

改訂・沖縄県の絶滅のおそれのある
野生生物（レッドデータおきなわ）
－動物編－

2005 無償

改訂・沖縄県の絶滅のおそれのある
野生生物（レッドデータおきなわ）
－菌類編・植物編－

2006 無償

平成14-16年度 リーフチェック推進事業の
調査結果について

2003
～2005

無償

沖縄のサンゴ礁 
-沖縄県の重要なサンゴ礁海域 -

2006 無償
自然保護課にて配布
TEL:098-866-2243

大浦湾～生き物マッププロジェクト報告書 2009
無償

送料のみ負担
沖縄リーフチェック研究会

沖縄リーフチェック研究会まで、A4サイズの
返信用封筒に氏名、住所を記入の上、240
円切手を張り、郵送で請求

平成14年度石西礁湖自然再生調査報告書 2003 無償

平成15年度石西礁湖自然再生調査報告書 2004 無償

平成13年度内閣府委託事業
「サンゴ礁に関する調査」

2002 無償

平成14年度内閣府委託事業
「サンゴ礁に関する調査」

2003 無償

平成13年度内閣府委託調査研究
「マングローブに関する調査研究報告書」

2002 無償

平成12～14年度
マングローブに関する調査研究結果概要

2003 無償

平成14年度内閣府委託事業
（マングローブ）

2003 無償

太平洋島諸地域における専門家会議
-環境・保健・人材育成－環境・保健・人材育成－

2004 無償

財団法人沖縄科学技術振興センターHP
「平成15年度研究活動」よりダウンロード可
http://subtropics.sakura.ne.jp/content/view/31/
92

亜熱帯海域における海産植物に関する
総合的研究領域・可能性調査事業

2005 無償

財団法人沖縄科学技術振興センターHP
「平成17年度研究活動」よりダウンロード可
http://subtropics.sakura.ne.jp/content/view/181
/106

財団法人沖縄県環境科学センター報
第1号 -沖縄島周辺サンゴ礁の環境調査-

1986 無償

財団法人沖縄県環境科学センター報
第4号 -沖縄島沿岸における造礁サンゴ群集の現状-

2002 無償

財団法人沖縄県環境科学センター報　
第5号 -沖縄本島周辺におけるサンゴ礁現状調査およ
びオニヒトデ大量発生予知への試み-

2004 無償

日本サンゴ礁学会誌（日本語）
Galaxea, Journal of Coral Reef Studies（英語）

1999～

年間6,000円
学会員は無償
第8巻2号から
無償PDFあり

日本サンゴ礁学会

日本サンゴ礁学会HPから、購読申込書をダ
ウンロードして申込み。第8巻2号からJ-
STAGEよりPDFダウンロード可
http://wwwsoc.nii.ac.jp/jcrs/publications/g
a laxea.html

サンゴ礁の世界的な衰退による経済への影
響（和訳版）

2003 無償
財団法人
世界自然保護基金ジャパン
http://www.wwf.or.jp

WWFHP「海洋関連資料一覧」より
ダウンロード可
http://www.wwf.or.jp/activity/marine/lib/index.h
tm

環境政策課HP
「沖縄県環境白書」よりダウンロード可
http://www3.pref.okinawa.jp/site/view/con
tview.jsp?cateid=68&id=11623&page=1

環境政策課HP
「環境教育活動情報」よりダウンロード可
http://www3.pref.okinawa.jp/site/view/con
tview.jsp?cateid=68&id=2571&page=1

石西礁湖自然再生HPよりダウンロード可
http://sekiseisyouko.com/icms.cgi/07f647f
52696c4d347

沖縄県文化環境部
自然保護課

沖縄県文化環境部
環境政策課

財団法人沖縄科学技術振興センターHP
「サンゴの研究」よりダウンロード可
http://subtropics.sakura.ne.jp/content/cat
egory/9/59/80

自然保護課HPよりダウンロード可
http://www3.pref.okinawa.jp/site/view/cat
eview.jsp?cateid=70

財団法人
亜熱帯総合研究所

財団法人
沖縄県環境科学センター

環境省自然環境局

財団法人 沖縄県環境科学センターHP
「センター報」よりダウンロード可
http://www.okikanka.or.jp/mokuji.html

財団法人沖縄科学技術振興センターHP
「マングローブの研究」よりダウンロード可
http://subtropics.sakura.ne.jp/content/cat
egory/10/62/82
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資料-３ マニュアル・広報誌・ポスターなど 
 

※URL は 2009 年 3 月現在のものを記載 

※順不同 

 

（1）マニュアル 
名称 発行年 価格 発行元 入手方法

オニヒトデ簡易調査マニュアル 2002 無償
沖縄県文化環境部
自然保護課

自然保護課HPよりダウンロード可
http://www3.pref.okinawa.jp/site/view/con
tview.jsp?cateid=70&id=2274&page=1

海の危険生物治療マニュアル 2005 無償

稚ヒトデモニタリングマニュアル 2005 無償

財団法人
亜熱帯総合研究所

財団法人沖縄科学技術振興センターHP
「平成17年度研究活動」よりダウンロード可
http://subtropics.sakura.ne.jp/content/vie
w/181/106/

 
 

 

 

（2）広報誌 

名称 発行年 価格 発行元 入手方法

沖縄リーフチェック研究会ニュースレター 2007～ 無償 沖縄リーフチェック研究会

沖縄リーフチェック研究会
HPよりダウンロード可
http://reefcheck.net/info/

豊かな海と生きている 2005 無償
環境省国際サンゴ礁研究・
モニタリングセンター

石西礁湖自然再生HPよりダウンロード可
http://sekiseisyouko.com/icms.cgi/13f5269
6c4d347

Lagoon　環境省国際サンゴ礁研究・
モニタリングセンターニュースレター

2001～ 無償
環境省国際サンゴ礁研究・
モニタリングセンター

国際サンゴ礁研究モニタリングセンターHP
よりダウンロード可
http://www.coremoc.go.jp/nenpou.html

石西礁湖自然再生ニュースレター 2006～ 無償
環境省那覇自然環境事務所・
内閣府沖縄総合事務局

石西礁湖自然再生HPよりダウンロード可
http://sekiseisyouko.com/icms.cgi/431384f
52696c4d347

日本サンゴ礁学会ニュースレター 1998～

学会員は無償
過去1年以上経過

したバックナン
バーは無償

日本サンゴ礁学会

過去1年以上経過したバックナンバーのみ
日本サンゴ礁学会HPより、ダウンロード可
http://wwwsoc.nii.ac.jp/jcrs/publications/n
ewsletter.html  

 

 

 

（3）ポスターなど 

名称 発行年 価格 発行元 入手方法

石西しょうこちゃんの
美しいサンゴの海を守りたい！の巻
（エコツアー事業者対象、普及啓発用下敷き）

2009
希望者には
紙で配布

石西礁湖自然再生協議会
生活・利用に関する検討部会/
普及啓発ワーキンググループ
石垣島沿岸レジャー安全協議
会

沖縄総合事務局石垣港湾事務所まで
TEL:0980-82-4741

ジュゴンのはなし -沖縄のジュゴン-
（第2版）
サイズ（A1）版  10枚

2008 無償

貸出または
自然保護課HPよりダウンロード可
http://www3.pref.okinawa.lg.jp/site/view/c
ontview.jsp?cateid=70&id=18488&page=1

サンゴ礁普及啓発用ポスター
サイズ（A1）版  13枚

2008 無償
自然保護課にて貸出
TEL:098-866-2243

沖縄県文化環境部
自然保護課
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資料-４ ウェブサイト 
 

※URL は 2009 年 3 月現在のものを記載 

※分野別に掲載。順不同 

 

名称 分野 URL

沖縄県サンゴ礁保全推進協議会 http://coralreefconservation.web.fc2.com

沖縄県サンゴ礁保全推進協議会ブログ http://reefconservation.blog44.fc2.com

沖縄リーフチェック研究会
-サンゴ礁のお役立ち情報-

http://reefcheck.net/info

環境省
-サンゴ礁保全の取り組み-

http://www.env.go.jp/nature/biodic/coralreefs/

国際海洋環境情報センター
-サンゴ礁ネットワークWebシステム-

http://coral.godac.jp

国際サンゴ礁イニシアティブ（ICRI) http://www.env.go.jp/nature/biodic/coralreefs/icri/

国際サンゴ礁年2008 http://www.iyor.jp

サンゴ礁学 http://www.coralreefscience.jp

第10回国際サンゴ礁シンポジウム http://wwwsoc.nii.ac.jp/jcrs/icrs2004_j

WWF
-海洋関連資料一覧- http://www.wwf.or.jp/activity/marine/lib/index.htm

WWFサンゴ礁保護研究センター http://www.wwf.or.jp/shiraho/index.htm

DEEP AMAMI（奄美龍郷町環境教育プロジェクト）
http://homepage3.nifty.com/deep-
amami/index.html

日本サンゴ礁学会 http://wwwsoc.nii.ac.jp/jcrs

日本サンゴ礁学会
-サンゴ礁Q&A-

http://wwwsoc.nii.ac.jp/jcrs/qanda.html

環境省
-モニタリングサイト1000- http://www.biodic.go.jp/moni1000

環境省国際サンゴ礁研究・モニタリングセンター
-サンゴ礁データベース-

http://www.coremoc.go.jp

コーラルウォッチ http://www.coralwatch.org/ja

日本全国みんなでつくるサンゴマップ http://www.sangomap.jp/

リーフチェックジャパン http://www.reefcheck.jp

白保魚湧く海保全協議会
サンゴ礁と
コミュニティ

http://www.sa-bu.com/

環境省石西礁湖自然再生事業 自然再生 http://sekiseisyouko.com

海ずかん
-ダイバーによる海の生き物写真図鑑-

図鑑 http://umizukan.com

サンゴ礁

サンゴ礁の
モニタリング
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名称 分野 URL

沖縄島の自然
-琉球文化アーカイブ- http://www.wonder-okinawa.jp/004/j

琉球大学資料館
-風樹館-

http://fujukan.lib.u-ryukyu.ac.jp/ja/index.html

ワンダー沖縄 http://www.wonder-okinawa.jp/index_jp.jsp

石垣島赤土監視ネットワーク http://coral.h2o.co.jp/akatuti.html

石垣島周辺海域環境保全対策協議会 http://www.city.ishigaki.okinawa.jp/hozenkyou

沖縄県衛星環境研究所
-赤土条例とその効果-

www.eikanken-okinawa.jp/mizuG/umi.htm

沖縄県文化環境部環境保全課
-赤土等の流出に関する文献データホームページ-

http://www.pref.okinawa.jp/akatsuchi/

WWF
-南西諸島における野生生物有害化学物質調査-

化学物質
http://www.wwf.or.jp/activity/toxic/lib/nanseitox08
04sum/

沖縄県土木建築部下水道課
-玉水（たまみじ）-

http://www.pref.okinawa.jp/gesuidou/index.htm

沖縄県文化環境部環境保全課
-沖縄の水環境に関するページ-

http://www.pref.okinawa.jp/kankyouhozen/okinawa
/water/index.html

沖縄県文化環境部環境整備課
-浄化槽に関するページ-

http://www3.pref.okinawa.jp/site/view/contview.js
p?cateid=71&id=15692&page=1

美ら海ねっと
八重山環境ネットワーク

海岸ゴミ http://www.churaumi.net

沖縄県文化環境部環境整備課
-県・市町村別ゴミ処理状況-

http://www3.pref.okinawa.jp/site/view/contview.js
p?cateid=71&id=15693&page=1

ご み那覇市リサイクルプラザ
http://www.city.naha.okinawa.jp/sisetu/annai/recyc
le.html

沖縄県地球温暖化防止活動推進センター http://www.okica.or.jp

地球温暖化おきなわアジェンダ２１県民会議 http://www.okica.or.jp/agenda21

全国地球温暖化防止活動推進センター http://www.jccca.org

いきものみっけオフィシャルサイト http://www.mikke.go.jp

環境goo 生物多様性特集 http://eco.goo.ne.jp/topics/biodiversity

環境省自然環境局生物多様性センター http://www.biodic.go.jp/index.html

WWF
-南西諸島生物多様性プロジェクト-

http://www.wwf.or.jp/activity/g200/marine/217/iki
monomap.htm

環境省
-インターネット自然研究所-

http://www.sizenken.biodic.go.jp

環境白書 http://www.env.go.jp/policy/hakusyo/index.html

なはエコ http://www.eco.city.naha.okinawa.jp/index.jsp

生物多様性

環境全般

地球温暖化

沖縄の自然
文化

赤土

水

ゴミ
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名称 分野 URL

オニヒトデ.com オニヒトデ http://www.onihitode.com

海辺の環境教育フォーラム http://interpreter.ne.jp/umibe

ECO学習ライブラリー
-環境教育・環境学習ライブラリー -

http://www.eeel.jp

ESD-J 
-持続可能な開発のための教育（ESD）を推進する
　ネットワーク団体-

http://www.esd-j.org

環境教育ライブラリー「えるふぇ」 http://elfe.miyakyo-u.ac.jp/opac

EICネット（環境情報提供システム） http://www.eic.or.jp

環境省
-環境教育・環境学習、環境保全活動のページ-

http://www.env.go.jp/policy/edu

環境省
-国連持続可能な開発のための教育（ESD）の
　10年促進事業-

http://www.env.go.jp/policy/edu/esd/index.html

社団法人日本環境教育フォーラム http://www.jeef.or.jp

沖縄の水
-こどもページ-

 http://www.eb.pref.okinawa.jp/kids

沖縄こどもランド http://www.pref.okinawa.jp/kodomo

科学の玉手箱 http://www.jsf.or.jp/tamatebako/resor.html

環境省
-子ども環境白書-

http://www.env.go.jp/policy/hakusyo/kodomo.html

環境省
-子どもパークレンジャー -

http://www.env.go.jp/kids/ranger.html

環境省
-川の生き物を調べよう　水生生物による水質判定- http://www.env.go.jp/kids/water.html

環境省
-地球を守る（あしたのために、ぼくらのために）-

http://kankyo.jsf.or.jp

環境省
-みずが島・サンゴ礁の大冒険 - http://www.sizenken.biodic.go.jp/mizube

こどもエコクラブ http://www.ecoclub.go.jp

EICネット　－このゆびとまれ！エコキッズ－ http://www.eic.or.jp/library/ecokids/

環境教育

子ども向け
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資料-５ 一般書籍 
 

※分野別発行年順に掲載 

 

名称 発行年 分野 発行元 著者

サンゴ礁の生物たち 1985 中公新書766 本川達雄

サンゴ ふしぎな海の動物 1986 築地書館 森　啓

サンゴ礁の自然誌 1986 平河出版社 
チャールズ RC シェパード
（本川達雄訳）

サンゴ礁 1988 古今書院 高橋達郎

サンゴの生物学 1991 東京大学出版会 山里　清

サンゴ礁 生物がつくった〈生物の楽園〉
 （シリーズ共生の生態学5）

1995 平凡社
西平守孝・酒井一彦・佐野光彦・
土屋　誠・向井　宏

サンゴ礁は異常事態
　－保全のキーワードはバランス－

1999 沖縄マリン出版 土屋　誠

珊瑚 1999 法政大学出版局 鈴木克美

エリセラさんご 2000 朔北社 水木　桂子【文】　和田　誠【絵】

サンゴとマングローブ
（現代日本生物誌12）

2002  岩波書店 茅根　創・宮城豊彦

日本のサンゴ礁 2004  環境省 日本サンゴ礁学会・環境省編

サンゴとサンゴ礁のはなし
　―南の海のふしぎな生態系

2008 中公新書 本川　達雄

沖縄の島々をめぐって 1982 築地書館 沖縄地学協会

琉球弧をさぐる 1985  沖縄あき書房 目崎 茂和

サンゴ礁の景観史 1985 慶應義塾大学出版会 近森　正

沖縄の危険生物‐
野外活動を安全にすごすためのガイドブック

1986 沖縄出版 諸喜田茂充

琉球列島の地形 1988 新星図書出版 河名俊男

南島の地形－沖縄の風景を読む－ 1988  沖縄出版 目崎茂和

沖縄のサンゴ礁 1988
沖縄県環境科学

検査センター
西平守孝

熱い自然 サンゴ礁の環境誌 1990 古今書院 サンゴ礁地域研究グループ編

南の島の自然観察 1991 東海大学出版会 土屋 誠 ・ 宮城 康一 （編著）

石垣島のサンゴ礁環境 1991
世界自然保護基金

日本委員会
目崎茂和編

熱い心の島 サンゴ礁の風土誌 1992  古今書院 サンゴ礁地域研究グループ編

増補版 石垣島白保 サンゴの海 1996 高文研 小橋川共男・目崎茂和

日本の自然地域編8 南の島々 1996 岩波書店 中村和郎ほか編

サンゴ礁の渚を遊ぶ 石垣島川平湾 1998 ひるぎ社 西平守孝

環太平洋の自然史 2000 古今書院 米倉伸之編著

新編  環境読本
消えゆく沖縄の山・川・海

2003 沖縄時事出版
沖縄県教育文化資料センター環境・公害
教育研究委員会

フィールド図鑑　造礁サンゴ 1988 東海大学出版会 西平守孝

沖縄海中生物図鑑全11巻 1990 サザンプレス 海中公園センター監修

日本の造礁サンゴ類 1995 海游舎 西平守孝・Veron JEN

サンゴとサンゴ
礁について

サンゴ礁地域
の話

サンゴの図鑑
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資料-６ ビデオ教材 
 

※沖縄県地域環境センターウェブサイト「貸し出しビデオのリスト・沖縄県に関するもの」より引用 

※順不同 

 
名称 時間 入手方法

リゾートアイランド・沖縄 21分

街の中に清流を
-都市河川を考える-

27分

快適な環境のために
‐合併浄化槽‐

25分

赤土汚染
‐青い海をとりもどすために‐

24分

わたしたちの白比川 30分

ふれあい青少年ふるさと発見ツアー 29分

トントンミーのふるさと 21分

赤土流出防止対策技術解説 25分

夢ふくらむブセナ‐ブセナリゾート開発へのご案
内‐

15分

地球温暖化からちゅら島を救え！ 25分

母校（白保中）へ行こう！遠山英
-特別講演：沖縄の水と環境-

44分

琉球王国のグスク及び関連遺産群
わたしたちの誇り沖縄の世界遺産

23分

二十世紀　日本の河川
‐沖縄編‐

30分

日本・森の旅2
南の島の原生林（屋久島・三宅島・西表島）

30分

列島縦断日本の自然遺産　
‐さわやか自然百景セレクション‐
<2>魅惑の南西諸島

60分

日本海水魚図鑑9　
沖縄の魚たち1（サンゴ礁域）

50分

日本海水魚図鑑10　
沖縄の魚たち2（パッチリーフ）

50分

地球大自然物語2　
（黒潮・魚たちの大回遊）

30分

地球大自然物語3　
（サンゴの海・沖縄）

30分

日本の自然シリーズ　
サンゴ礁の海

30分

BS朝日　緑豊かな未来へ　
人と自然　共に生きる為に

52分

気をつけよう！海のキケン生物 21分

Cocco「Heaven's　hell」ゴミゼロ大作戦 68分

沖縄の海に息づくサンゴたち‐ウルと親しむ 20分

沖縄の海に息づくサンゴたち 13分

発行元

沖縄県企画開発部

沖縄県、OTV

沖縄県

山と渓谷社

山と渓谷社

山と渓谷社

TBSビジョン

内閣府沖縄総合事務局

NHKビデオ（山と渓谷社）

企画：沖縄県、制作・著作：琉球放送

企画：ブセナリゾート株式会社、制作：シネマ沖
縄

沖縄県文化環境部環境政策課

東映教育ビデオ

BS朝日

沖縄県福祉保健部

沖縄県文化環境部

沖縄県文化環境部

山と渓谷社

シネセル

沖縄県、協力：NHK沖縄

企画：北谷町白比川の自然を残す会

沖縄県生活福祉部青少年課

企画：沖縄県土木建築部、制作：シネマ沖縄

NHKソフトウェア

企画：ゴミゼロ大作戦実行委員会　制作・著作：
ビクターエンタテインメント株式会社　他

沖縄県地域環境センター
で貸し出しを行っています
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名称 時間 入手方法

沖縄のジュゴン 20分

河川ＴＶ　CM清流編 15秒

生活排水“スポット放送” 15秒

「みんなの県政」環境月間（平成5年） 13分

「みんなの県政」地球とはもっとなかよくなれるは
ず

13分

「知事対談」緑豊かな潤いのある県づくり 13分

「みんなの県政」環境月間（平成8年）　
うまんちゅ広場「みんなで作る清ら島」

13分

おきなわアジェンダ21‐2003.9.6-7 13分

うまんちゅ広場「ごみ減量・リサイクル」 14分

循環型社会の基盤づくりに向けて～公共関与に
よる産業廃棄物処分場の整備について

9分

うまんちゅ広場「環境対策とリサイクル　
-ゴミとダイオキシン類について-

14分

海と生きる
サンゴ礁とともに～石垣島・白保～

32分
WWFサンゴ礁保護研究セ
ンターで貸し出しを行って
います

沖縄県文化環境部環境整備課

沖縄県広報課

沖縄県広報課

沖縄県広報課

（財）世界自然保護基金ジャパン

沖縄県広報課

沖縄県環境保健部

沖縄県広報課

沖縄県文化環境部

沖縄県環境保健部

沖縄県広報課

発行元

沖縄県広報課

沖縄県地域環境センター
で貸し出しを行っています
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資料-７ 環境学習支援施設 
 

※「沖縄県環境教育プログラム集：サポーターガイドコーナー」より引用、一部追記 

※URL は 2009 年 3 月現在のものを記載 

※順不同 

 

（1）国の機関 
名称 電話番号 所在地

環境省
やんばる野生生物保護センター

学習支援・情報提供施設 0980-50-1025 国頭村比地263-1 

独立行政法人国立青少年教育振興機構
国立沖縄青少年交流の家
http://okinawa.niye.go.jp

学習支援・自然観察・体験施設 098-987-2306 渡嘉敷村字渡嘉敷2760

環境省
国際サンゴ礁研究・モニタリングセンター
http://www.coremoc.go.jp

0980-82-4902 石垣市八島町

環境省
竹富島ビジターセンター
 「ゆがふ館」
http://www.taketomijima.jp

学習支援・情報提供施設 0980-85-2488 竹富町字竹富

環境省
黒島ビジターセンター

学習支援・情報提供施設 0980-85-4149 竹富町字黒島1

環境省
西表野生生物保護センター
http://www.town.taketomi.okinawa.jp/island/wild lif
e/wildl ife.htm

学習支援・情報提供施設 0980-85-5581 竹富町字古見

分野

サンゴ礁の学習支援
情報提供施設

 
 

 

 

（2）県の機関 
名称 電話番号 所在地

沖縄県立名護青年の家
http://www.lll-
okinawa.info/shisetu/nago/index.htm

自然観察・体験施設 0980-52-2076 名護市字名護5511 

沖縄県立石川少年自然の家
http://www.lll-
okinawa.info/shisetu/ishikawa/index.php

自然観察・体験施設 098-964-3263 うるま市石川3491番地の2

沖縄県立玉城少年自然の家
http://www.lll-
okinawa.info/shisetu/tamagusuku/index.php

自然観察・体験施設 098-948-1513 南城市玉城字玉城420番地

沖縄県立糸満青年の家
http://www.lll-
okinawa.info/shisetu/itoman/index.php

自然観察・体験施設 098-994-6342 糸満市字賀数347

沖縄県立宮古少年自然の家
http://www.lll-
okinawa.info/shisetu/miyako/index.php

自然観察・体験施設 0980-72-8883 宮古島市平良東仲宗根添 1164

沖縄県立石垣少年自然の家
http://www.lll-
okinawa.info/shisetu/ishigaki/index.php

自然観察・体験施設 0980-82-7301 石垣市字新川 868

沖縄県地域環境センター
http://www.ii-okinawa.ne.jp/people/kankyo-
center

学習支援・情報提供施設 098-866-2638 那覇市泉崎1-2-2

分野
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（3）市の機関 
名称 電話番号 所在地

浦添市リサイクルプラザドリーム21
http://risaikuru.ti-da.net

ごみ・リサイクル学習施設 098-861-3196 浦添市伊奈武瀬1-8-2

那覇市リサイクルプラザ
http://www.city.naha.okinawa.jp/sisetu/annai/recy
cle.html

ごみ・リサイクル学習施設 098-889-5396 那覇市南風原町新川641

那覇市立森の家みんみん
http://www.lllnet.naha.okinawa.jp/syakyou/home/h
14/minmin/top.htm

自然観察・体験施設 098-882-3195 那覇市首里儀保町4-79-8

エコアンテナショップがじゅまるガーデン 
http://assembly.ti-da .net

学習支援・情報提供施設 098-868-7841
那覇市松尾2-7-10
第二公設市場跡地にぎわい広場

漫湖水鳥・湿地センター
http://www.geocities.jp/manko_mizudori

自然観察・体験施設 098-840-5121 豊見城市豊見城982

分野

 
 

 

 

（4）公益法人 
名称 電話番号 所在地

（財）海洋博覧会記念公園管理財団
熱帯・亜熱帯都市緑化植物園
熱帯・亜熱帯都市緑化植物園

自然観察・体験施設 0980-48-3782 本部町石川424番地

（財）海洋博覧会記念公園管理財団
沖縄美ら海水族館
http://www.kaiyouhaku.com

0980-48-3748 本部町石川424番地

（財）沖縄県公衆衛生協会
沖縄県地球温暖化防止活動推進センター
（気候アクションセンターおきなわ）
http://www.okica.or.jp

学習支援・情報提供施設 098-945-2686 南城市大里字大里2013

（財）世界自然保護基金ジャパン　
WWFサンゴ礁保護研究センター
「しらほサンゴ村」 
http://www.wwf.or.jp/shiraho/index.htm

0980-84-4135 石垣市字白保118
サンゴ礁の学習支援
情報提供施設

分野

サンゴ礁の自然観察
体験施設

 
  



参考資料 

83 

資料-８ 環境教育実施団体・事業者 
 

※URL は 2009 年 3 月現在のものを記載 

※順不同 

 

ここに掲載する情報は、平成 18 年（2006 年）度、沖縄県文化環境部環境政策課が作成した「沖縄県環境教育

プログラム（小学校編）」の情報をもとに、2009 年 3 月現在の「沖縄県サンゴ礁保全推進協議会」会員の中の

該当団体・個人を追加して作成しました。 

ここに掲載した団体以外にも環境学習・環境教育を実践している団体や個人は多数あると思いますので、これ

から活動を行おうとする主催者は、幅広く、最新の情報を収集した上で取り組んでください。 

また、このリストの主旨はあくまでも情報提供にあり、掲載団体を特に推薦するものではありません。各学校

や主催者がこれらの団体の協力を仰ごうとする際には、当該団体と十分な話し合いの上、取り組んでください。 

 

 

（1）NPO 法人 
名称 電話番号 所在地

NPO法人　国頭ツーリズム協会
http://kuta-okinawa.org

0980-50-1130 国頭村辺土名245番地

NPO法人 やんばる森のトラスト 0980-44-3363 大宜味村字喜如嘉2361 

NPO法人　動物たちを守る会　ケルビム 0980-48-2926 本部町字石川360

NPO法人 沖縄O.C.E.A.N.
http://www.okinawaocean.org/jp/index.html

自然保護、環境問題 098-975-6507
恩納村字真栄田469-1
真栄田岬観光施設内

NPO法人 雄路ツーリズムネットワーク 098-968-6117 金武町字金武11818-2

NPO法人 コーラル沖縄
http://coralokinawa.net

098-979-6881 宜野湾市大謝名3-12-2

NPO法人 マングローブEEクラブ
http://mangrove-ee.jp 098-974-3063 うるま市みどり町1-1-6

NPO法人 沖縄県ダイビング安全対策協議会
http://www.antaikyo.com

098-957-0850 読谷村楚辺1909-2

NPO法人 海の自然史研究所
http://www.marinelearning.org

098-936-2722 北谷町宮城2-95

NPO法人 沖縄の台風センター研究会
http://geocities.jp/otof_jimukyoku 098-854-0355 那覇市上間584-8

NPO法人 エコ・ビジョン沖縄
http://www.ryucom.ne.jp/users/kuru2

098-886-3037 那覇市首里鳥堀4-44-1 

NPO法人 沖縄エコツーリズム推進協議会
http://www.ecotourism-okinawa.jp

098-857-2066
那覇市金城1-12-17
那覇西ビル2Ｆ

NPO法人 おきなわ環境クラブ
http://www.npo-oec.com

自然保護 098-833-9493 那覇市国場370-107号 

NPO法人 ホールアース研究所・沖縄
http://blog.canpan.info/okinawa-wens

098-862-3828
沖縄県那覇市牧志3-2-10-3F
那覇市NPO活動支援センター内

NPO法人 海底遺跡研究会 自然保護 098-948-2477 南城市佐敷字佐敷1539番地の192

NPO法人 沖縄県鍾乳洞協会 098-998-2383
八重瀬町字宜次231-104
白川ハイツA-38

NPO法人 たきどぅん 0980-85-2488 竹富町字竹富432

NPO法人OWS
http://www.ows-npo.org

03-5960-3545
東京都豊島区雑司が谷3-11-2
ストーク雑司が谷3階

地域環境

自然観察
自然体験プログラム

分野

自然観察
自然体験プログラム

自然保護

自然保護

エコツーリズム

動物愛護

エコツーリズム

安全教育

自然観察
自然体験プログラム

環境問題

自然観察
自然体験プログラム

地域環境

エコツーリズム

自然保護
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（2）民間事業者 
名称 電話番号 所在地

がじゅまる自然学校
（ホールアース自然学校分校）
http://www.wens.gr.jp/gajumaru

0980-58-1852 名護市真喜屋500-1

（有）やんばる自然塾
http://www.gesashi.com

0980-43-2571 東村字慶佐次82 

NATUREWORKS
（有限会社ちむちゅらさ）
http://natureworks-okinawa.com

098-958-5591 読谷村字瀬名波640-1

エコツアーふくみみ
http://www5b.biglobe.ne.jp/~yuimaru

0980-89-2555 石垣市野底1086-3

石垣島エコツアーりんぱな
http://rinpana.com

0980-88-2071 石垣市桴海148

エコガイドカフェ
http://webman.jp

0980-75-6050
宮古島市平良字下里108-11　
平良港マリンターミナル１Ｆ

（株）自然教育研究センター
http://www.ces-net. jp

042-528-6595 東京都立川市錦町2-1-22

自然観察
自然体験プログラム

自然観察
自然体験プログラム

インタープリテーション計
画
プログラム開発

自然観察
自然体験プログラム

分野

自然観察
自然体験プログラム

自然観察
自然体験プログラム

自然観察
自然体験プログラム

 
 

（2）任意団体・個人 
名称 電話番号 所在地

（財）日本野鳥の会やんばる支部 自然保護 0980-44-3363 大宜味村字喜如嘉2361 

大宜味ウミガメを愛さする会 自然保護 090-8291-5511 大宜味村字塩屋543 

北限のジュゴン調査チーム・ザン
http://teamzan.ti-da.net

自然保護 0980-43-7027
名護市宮里4-12-8 
北限のジュゴンを見守る会沖縄事務所

エコヴィレッジ・マキヨ屋嘉田
http://www.makiyo-yakata.jp

098-966-2286 恩納村字恩納6486

恩納村エコツーリズム研究会 098-966-2286 恩納村字恩納6486

美砂（ちゅらさ）の会 098-966-2286 恩納村字恩納6486

泡瀬干潟を守る連絡会
http://save-
awasehigata.hp.infoseek.co.jp/index.htm

自然保護 
098-939-5622
090-5476-6628

沖縄市古謝1171-3　コーポMK1階

You・遊・比謝川実行委員会 自然保護 098-956-0998 嘉手納町字嘉手納588 

砂辺のサンゴを見守る会
http://www2.bluetry.com

098-958-5591 北谷町宮城2-95　ブルートライ内

沖縄NGOセンター
http://www.oki-ngo.or.tv

098-892-4758 宜野湾市宜野湾3-23-52１F

リュウキュウアユを蘇生させる会 自然保護 098-895-8099 西原町千原1　琉球大学理学部内

沖縄リーフチェック研究会
http://reefcheck.net

080-5067-0957
西原町字千原149-28　泉マンション402
　（担当：安部真理子）

アースの会
http://a-sunoka i.hp.infoseek.co.jp

098-885-5233
那覇市首里石峯2-85　
エコショップえころん内

分野

調査研究・自然保護

自然観察
自然体験プログラム

サンゴ礁の調査

エコツーリズム

ごみ・リサイクル問題

自然観察
サンゴ礁の調査

開発教育
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名称 電話番号 所在地

ONE（沖縄自然体験）ネットワーク 
http://www.cosmos.ne.jp/ ̃onenet

070-5698-2578 那覇市国場1185-1 

沖縄地域環境アセンブリー 090-7174-8949 
那覇市国場555
沖縄大学環境管理事務局内

漫湖水鳥・湿地センター管理運営協議会
http://www.geocities.jp/manko_mizudori

098-840-5121 豊見城市豊見城982 

沖縄リサイクル運動市民の会
http://www.ryucom.ne.jp/users/kuru2

098-886-3037 那覇市首里鳥堀4-44-1 

サンゴ礁自然誌研究所 diaseris@ybb.ne.jp 那覇市首里石嶺町1-117-9 

那覇クリーンビーチクラブ 自然保護 098-887-0611 那覇市首里儀保町1-21-3 

宜野湾の美ら海を考える会 自然保護 098-868-2862 那覇市松山1-1-23

沖縄水の会 090-3790-8868 那覇市首里久場川町1-10

沖縄星の会 098-994-3207 糸満市糸満1683-2

佐敷干潟と遊び学ぶしあわせまねきの会
http://www.ne.jp/asahi/siawasemaneki/sasiki/

098-947-6581
090-7587-7415

南城市佐敷字津波古224　古謝方 

しかたに自然案内
http://www.shikatani.net

098-948-1417 南城市 玉城字百名 1147-502

大野山林保全グループ 090-9578-8255 宮古島市平良字西里843-18

石垣島沿岸レジャー安全協議会
http://ishigaki-sa fety.info

0980-86-8686
石垣市宮良216番地
（石垣島観光内）

白保魚湧く海保全協議会 0980-84-4135
石垣市字白保118
WWFサンゴ礁保護研究センター内

石垣島自然観察・自然体験プログラムの会
（やまんぎクラブ）

0980-83-3926
090-6863-5039

石垣島字新川2357-11

サバニクルーズ石垣島 0980-82-0970 石垣市新栄町77番地の3

八重山環境ネットワーク
http://www.churaumi.net

0980-82-4841 
石垣市浜崎町1-1-8 石垣海上保安部
 （八重山環境ネットワーク事務局）

サンゴマップ実行委員会
http://www.sangomap.jp

committee@sangomap.jp

茨城県つくば市小野川16-2　
国立環境研究所　地球環境研究センター内
（担当：山野博哉）

チーム美らサンゴ
http://www.tyurasango.com

03-6735-2774

東京都港区東新橋1-5-2
汐留シティセンター
全日本空輸株式会社
CSR推進室　環境・社会貢献部

日本サンゴ礁学会
http://wwwsoc.nii.ac.jp/jcrs

jcrs@mycom.co.jp
東京都文京区本郷7-3-1
東京大学大学院理学系研究科
地球惑星科学専攻　（担当：茅根 創）

海辺の環境教育フォーラム
http://interpreter.ne.jp/umibe

042-528-6595
東京都立川市錦町2-1-22
（株）自然教育研究センター
（担当：古瀬浩史）

コーラル・ネットワーク
http://coralnetwork.jp

cn-info@coralnetwork.jp
神奈川県横浜市緑区十日市場町1258番
十日市場ヒルタウン14-2号棟-502号室　
（担当：宮本育昌）

サンゴ礁の調査

ごみ・リサイクル問題

エコツアー

自然観察
自然体験プログラム

環境教育ネットワーク

ごみ・リサイクル問題

自然観察
自然体験プログラム

自然保護

サンゴ礁保護
自然文化体験

地域環境

自然観察
自然体験プログラム

漁業体験

調査研究・自然観察

自然観察
自然体験プログラム

サンゴ礁の調査

地域環境

ごみ・リサイクル問題

サンゴ礁の調査・研究

自然観察・調査
自然体験プログラム

分野

地域環境
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（3）公益法人 
名称 電話番号 所在地

環境教育フォーラム
http://www.jeef.or.jp/index.html

03-3350-6770
東京都新宿区新宿5-10-15
ツインズ新宿ビル4F

世界自然保護基金ジャパン
http://www.wwf.or.jp

自然保護 03-3769-1711
東京都港区芝3-1-14
日本生命赤羽橋ビル6F

分野

環境教育ネットワーク

 
 

 

（4）その他 
名称 電話番号 所在地

生活協働組合コープおきなわ
http://www.okinawa.coop

098-879-1144 浦添市西原1-2-1

分野

環境問題
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資料-９ 海外の参考資料（英語） 
 

※URL は 2009 年 3 月現在のものを記載 

※順不同 

（1）ガイドブック 
名称 発行年 価格 発行元 入手方法

The Coral Reef Teacher's Guide 2004
無償(HP)

$45(ﾃｷｽﾄ)
REEF RELIEF (NPO)

テキスト注文可（$45）
「REEF RELIEF」HPよりダウンロード可
http://www.reefrel ief .org/printed_edu/index
.shtml#handbooks
※そのほかパンフレットやポスターなど多数  

 

 

（2）調査報告書 
名称 発行年 価格 発行元 入手方法

The State of Coral Reef Ecosystems of the 
United States and Pacific Freely Associated 
States: 2005

2005 無償
Center for Coastal Monitoring 
and Assessment (CCMA)

「CCMA」HPよりダウンロード可
http://ccma.nos.noaa.gov/ecosystems/cor
a lreef/cora l_report_2005/

Status of Coral Reefs of the World　1998, 
2000, 2002, 2004, 2008 1998- 無償

Status of Caribbean Coral Reefs after 
Bleaching and Hurricanes in 2005 2005 無償

Status of Coral Reefs in Tsunami-Affected 
Countries 2005 無償

International Coral Reef Symposium (ICRS) 
Proceedings 1～10 無償

International Coral Reef 
Symposium (ICRS)

International Tropical Marine Ecosystems 
Management Symposium (ITMEMS)
 Symposium Papers

無償
International Tropical Marine 
Ecosystems Management 
Symposium (ITMEMS)

Implementation of the National Coral Reef 
Action Strategy: Report to Congress (2005) 2005 無償

NOAA's Coral Reef Information 
System (CoRIS)

「CoRIS」HPよりダウンロード可
http://www.coris.noaa.gov/activities/report
congress2005/

Coral Reef Protected Areas: A Guide for 
Management 2000 無償

The U.S. Coral Reef Task 
Force Working Group on 
Ecosystem Science and 
Conservation

「USCRTF」HPよりダウンロード可
http://www.coralreef.gov/resources.html

「GCRMN」HPよりダウンロード可
http://www.gcrmn.org/publ ications.aspx

Global Coral Reef Monitoring 
Network　（GCRMN）
http://www.gcrmn.org/

「ReefBase」HPよりダウンロード可
http://www.reefbase.org/resource_center/
publ ication/defalt.aspx

 
 

 

（3）ウェブサイト 

Australian Institute of Marine Science 
(AIMS, オーストラリア海洋研究所）

Coral Cay Conservation 

Coral Reef Alliance (CORAL) 

Global Coral Reef Monitoring Network 

International Coral Reef Initiative 

International Society for Reef Studies (ISRS) 

International Year of the Reef 2008

Pew Oceans Commission 

Reef Check 

Reef Base

United States Coral Reef Task Force http://www.coralreef.gov

Palau International Coral Research Center（PICRC） http://www.pewtrusts.org

http://www.pewtrusts.org

http://www.reefcheck.org

http://www.reefbase.org

http://www.coralreef.noaa.gov

http://www.aims.gov.au/index.html

http://www.coralcay.org

http://www.coralreefalliance.org

http://www.gcrmn.org

http://www.icriforum.org

http://www.fit.edu/isrs

http://www.iyor.org

National Oceanic and Atmospheric Administration's（NOAA)
Coral Reef Conservation Program (CRCP)

URL名称
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資料-10 助成金情報 
 

※締め切りは 2008 年度のもの、URL は 2009 年 3月現在のものを記載 

※名称五十音順に掲載 

 

名称 締め切り 助成対象

アジレントテクノロジー株式会社 3月末

自然保護などの環境問題を含む、理科・科
学、算数・数学の分野で、幼稚園から中学生
の子どもたちが夢、ひらめき、想像力を育む
ユニークな活動

公益信託TaKaRaハーモニストファンド 
「活動助成・研究助成」

3月末
森林､木竹等の陸域の自然環境､または湖
沼､河川等の水域の自然環境のための研究
や活動

公益信託富士フイルム・グリーンファンド 
「活動助成・研究助成」

5月19日
自然環境保全や身近な自然とのふれあい活
動、または身近な自然環境の保全・活用の促
進に関する具体的な研究など

子どもゆめ基金助成金
「子どもの体験活動・子どもの読書活動・
子供向け教材開発・普及活動」

12月5日
子どもの自然体験活動やそのための指導者
養成活動、読書活動、インターネット等で利
用可能なデジタル教材を開発し普及する活動

セブンイレブンみどりの基金
「活動助成・モデル事業助成・NPO法人
格取得助成・自立事業助成・緑化植花活
動助成・地域清掃活動助成 」

1月31日
自然や動物の保全活動や体験型環境学習
活動、環境への負荷を軽減する生活をテーマ
にした活動など、地域の市民による環境活動

TOTO水環境基金 9月末
国内およびアジアの「地域の水と暮らしの新
しい文化の実現に向けた実践活動」「地域の
水と暮らしの関係についての調査研究活動」

地球環境基金
「一般助成・発展助成」

1月26日
発展途上国および国内の地球温暖化防止に
資する活動と生物多様性の保全に資する活
動、 循環型社会の形成に資する活動

ニッセイ財団
「“広がれ、元気っこ活動”児童・少年の健
全育成助成」

都道府県
毎に設置

自然と親しむ活動、異年齢・異世代の交流を
促進する活動、子育て支援の活動、療育支
援の活動、フリースクール活動

日本経団連自然保護基金 12月29日
アジア太平洋地域および国内の「自然環境保
全のために行う保護活動」および「持続可能
な活用に関するプロジェクト」

パタゴニア
環境助成金プログラム

8月と1月
の2回

草の根の環境グループの具体的な環境保護
活動

Panasonic NPOサポート ファンド
「子ども分野・環境分野」

7月
子どもと環境をテーマに活動するNPOの組織
基盤強化を支援

日立環境財団 1月 環境と科学技術との調和に資する活動

三井物産環境基金
「活動助成・研究助成」

4月と10
月の2回

経済と環境が調和する持続可能な社会の実
現を目指して、地球環境問題の解決に向け
たさまざまな活動や研究

LUSH
チャリティバンク

毎月末
自然環境・地球温暖化防止に関わる活動や
化粧品における動物実験反対活動、希少な
動物の保全活動 、社会的弱者の支援活動

http://www.7midori.org/index.html

URL

http://www.erca.go.jp/jfge/index.html

http://www.takarashuzo.co.jp/environm
ent/fund/fund-yoko.htm

http://www.toto.co.jp/company/mizukiki
n

http://www.lushjapan.com/ethical_charit
y_index.asp

http://www.patagonia.com/japan/enviro
/enviro_grants.shtml

http://www.agilent.co.jp/commjp/grants
JP/spark-grantsJP.shtml

http://yumekikin.niye.go.jp/jyosei/index.
html

http://www.jwrc.or.jp/shintaku/2008koe
ki.htm#top

http://www.nihonseimei-
zaidan.or.jp/jidou/01_syushi.html

http://www.hitachi-
zaidan.org/kankyo/index.html

http://www.mitsui.co.jp/csr/fund/

http://www.keidanren.or.jp/kncf/index.h
tml

http://panasonic.co.jp/cca/pnsf/
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